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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 600 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標 「快適に暮らせるまち、価値あるときを過ごせるまち」

1. 拠点地区への回遊性、連続性あるまちづくり

2. 行政・文化・商業・住宅等の都市機能がバランスよく配置されるまちづくり

3. 市民が集い、活動の拠点となる市民主体のまちづくり

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

　　塩尻市は近年、人口増加率が著しく減少し、併せて他市同様少子高齢化傾向は今後更に激しいものと予想される。また、流出・流入人口においても、流出人口が多く、社会増は見込めない状態である。交通機関では、鉄道乗

　降客数は平成５年以降下降を続け、商圏人口の横這いと共に商業吸引力も弱く近隣市に依存する傾向は更に強くなっている。殊に塩尻駅周辺においては、人口密度が低く(50人/ha)、市場規模も相当数低い現状にある。建物

　の老朽化と共に空地やシャッターが閉ざされ、連続する商店街を喪失した状態にある。

　　自動車社会に並行して、ロードサイドへの大型店による影響、東西の幹線道路及び周辺道路の整備の立ち遅れ、商業サービスの低下など問題は解決されない。

　　一方で、子供を取り巻く社会環境の変化、或いは高齢化へのサービス等総合的な支援が求められている。また、目標の市民主体のまちづくりの拠点整備としても、地域コミュニティーの確立、人材育成など多岐に亘り求められ

　ている。

課題 中心市街地において現況の問題点を解決し、地域特性を生かした都市機能の集積を図る。

　　現状の中心市街地は、建物の老朽化や空地が多く市街地の連続性が無いことから街並みが喪失し、商業力が著しく低下している。また、塩尻駅舎の移転に伴う都市基盤整備が実施できていないこともあり、都市の顔としての

　駅周辺機能や風情が形成されていないなどの問題をかかえている。

　このままの状態を放置した場合、中心市街地への投資がなく地価の低下を招く、といった悪循環に陥る可能性も否定されない。

　　しかし、当該中心市街地においては、都市計画により土地の高度利用を図るべき地域として指定されていることや、行政機関、文化施設、金融機関など多様な公的機関の集積があること、大型商業集積の存在など評価される

　点も多くあり、周辺の交通環境や、市民主体の地域コミュニティ施設とあわせて早期の整備が望まれている。

　　よって、目標を実現するために、次の６つの整備方針を挙げる。

　　　　　○人々が集い、快適で価値あるときを過ごせる時間消費性の高いまち。 ○多世代の人々が交流し、次世代を育む。そのために市民が主体的、積極的に活動するまち。

　　　　　○このまちに生涯住みたい、このまちで子供を育てたいと思えるまち。 ○新たな店舗や事業所が次々と立地するまち。

　　　　　○消費者と生産者や商業者とを結ぶネットワークが達成したまち。 ○集まりやすいまち、移動しやすいまち。

将来ビジョン（中長期）のまちづくり

　　第四次塩尻市総合計画の目指す都市像「ともに築く自立と創造の田園都市」においては「安全で機能的なまちをともにつくる」とし、自然と農村と都市が調和した機能的な都市空間の実現を目標としている。

　　殊に、中心市街地においては、複合的な機能を有する街並み整備を図るとともに人づくり組織づくりによる協動のまちづくりを推進することとしている。

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 32 Ｈ１７ 50 Ｈ２３

人 70,000 Ｈ１７ 200,000 Ｈ２３

人 4,926 H19 5,433 Ｈ２３

図書館の来館者数 市民交流センター内図書館の来館者数
魅力ある拠点施設を整備することにより、多世代の人が集い活動する都
市空間が創出される。

中心市街地内の歩行者・自転車通行量 中心市街地区域内の４箇所の歩行者・自転車通行量 拠点地区での回遊性あるまちづくりを目標に通行量の増加を目指す。

従前値 目標値

幹線道路・生活道路等の整備の満足度 地区内の市民満足度調査
地区内の幹線道路・生活道路等の整備についての満足度の増加を目指
す。

計画期間 交付期間 23

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

都道府県名 長野県
ながのけん

塩尻市
し お じ り し

塩尻駅
しおじりえき

周辺
しゅうへん

地区
ち く



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

【整備方針１】　拠点地区への回遊性・連続性あるまちづくり 基幹事業 ・道路

　・塩尻市の街づくりを先導する塩尻駅周辺地区において、道路、公園・緑地ゾーンの形成、歩行者環境整備を行ない、回遊性ある中心 ・公園

 市街地の活性化を図る。 ・市街地再開発事業

・高質空間形成施設

　　　〔緑化施設（植栽　カラー舗装　照明施設　ストリートファニチャー）〕

・地域生活基盤施設（自転車駐車場）

・高次都市施設（連絡通路整備事業等）

提案事業 ・地域創造支援事業（大門七区雨水排水）

【整備方針２】　行政・文化・商業・住宅等の都市機能がバランスよく配置されるまちづくり 基幹事業 ・市街地再開発事業

　・拠点間相互に、魅力ある都市空間を創造することにより、多世代の人が集い活動する時間消費型エリアを形成し、この街に生涯住みた ・高質空間形成施設

　い、育てたいと思える地区整備を行う。 　　　〔緑化施設（植栽　カラー舗装　照明施設　ストリートファニチャー）〕

・地域生活基盤施設（自転車駐車場）

・地域創造支援事業（図書館）

・高次都市施設

　　　（市民交流センター保留床取得　連絡通路整備事業　観光交流センター）

提案事業 ・地域創造支援事業（図書館）

【整備方針３】　市民が集い、活動の拠点となる市民主体のまちづくり 基幹事業 ・高次都市施設

　・安心して子育てができ、子供達が楽しく学び遊び、総合的な子育て環境を整備すると共に、老人が生きがいを持ち社会に積極的に参加 　　　（市民交流センター保留床取得、駐車場整備）

　できる福祉施設の整備を行う。また、市民主体のまちづくりの場及び、より高次な市民サービスを提供する教育文化活動の拠点となる交 ・地域生活基盤施設（高出保育園　広丘東保育園）

　流センターを整備する。 　　　  高出地区交流センター）

提案事業 ・地域創造支援事業（図書館）

その他 　

　

方針に合致する主要な事業

市民生活に甚大な被害を及ぼすおそれのある大規模な地震等自然災害に対処するため災害に強いまちづくりを目指し、防災の拠点となる公共施設の整備を行う。
・市民交流センターを避難所及び市域全体の防災拠点施設のひとつとして位置づける。
・塩尻駅前公園を災害時の一次避難地として位置づける。
・高出保育園、広丘東保育園、高出地区交流センターを地域の避難所として位置づける。



都市再生整備計画の区域

面積 600ha 区域 広丘　・大門　・宗賀塩尻駅周辺地区（長野県塩尻市）

塩尻駅周辺地区（600ha）
しおじりえきしゅうへんちく
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幹線道路・生活道路等の整備の満足度 （　％　） 32 （Ｈ１７年度） → 50 （Ｈ２３年度）

図書館の来館者数 （　人　） ７０，０００ （Ｈ１７年度） → ２００，０００ （Ｈ２３年度）
中心市街地内の歩行者・自転車通行量 （　人　） ４，９２６ （Ｈ１９年度） → ５，４３３ （Ｈ２３年度）

　塩尻駅周辺地区
しお じり えき しゅ う へん ち く

（長野
な が の

県
けん

塩尻
しお じり

市
し

）　整備方針概要図

目標 「快適に暮らせるまち、価値あるときを過ごせるまち」
代表的な

指標

■基幹事業
公園（塩尻駅前公園）
地域生活基盤施設（自転車駐輪場）
高次都市施設(観光交流センター）

○関連事業
国道19号交差点改良
国道19号跨線橋西交差点

■基幹事業
道路
郷原大門線

○関連事業
公共下水道事業（浸水対策事業）
奈良井川右岸5号雨水幹線

■基幹事業
道路
広丘西通線

■基幹事業
道路

 

高校北通線

□提案事業
地域創造支援事業（雨水排水）
大門七区雨水排水

■基幹事業
道路
大門高出線

■基幹事業
道路
床尾平出線

■基幹事業
道路
平出一里塚線

○関連事業
史跡整備活用推進事業
平出遺跡

■基幹事業
高質空間形成施設
市役所中央通線外

■基幹事業
市街地再開発事業
大門中央通り地区

□提案事業
地域創造支援事業
大門中央通り地区
図書館駐車場
商工会議所支援

■基幹事業
高次都市施設
市民交流センター駐車場
連絡通路整備

■基幹事業
道路
大門五番町
公民館線

■基幹事業
地域生活基盤施設
（地区交流センター）
高出地区交流センター

■基幹事業
道路
高出保育園周辺

■基幹事業
地域生活基盤施設（保育園）
高出保育園

■基幹事業
地域生活基盤施設（保育園）
広丘東保育園

塩尻市役所

塩尻文化会館
総合文化センター
市立体育館

塩尻西小学校

塩尻駅

塩尻志学館
高等学校

武蔵工業大学
第二高等学校

塩尻高等
職業訓練校

塩尻中央
スポーツ公園

塩尻消防署

桔梗小学校

国道
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銀行北線外１路線
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提案事業
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■基幹事業
道路
国道１９号側道線

中活基本計画区域

○関連事業
暮らし・にぎわい再生事業
大門一番町

□提案事業
事業効果分析事業
事後評価調査
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